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五
三

器
名　

楚
季
鐘

時
代

●

西
周
中
期
前
段
（
⑯
劉
彬
徽
）

●

西
周
中
晚
期
の
際
（
②
荊
楚
網
に
見
え
る
李
伯
謙
言
・
⑫
郭
德
維
・
⑬
張
昌
平
）

●

西
周
晚
期
（
⑧
武
家
壁
・
⑲
李
學
勤
）

出
土

①
三
峽
晚
報
：
枝
江
白
洋
工
地
出
十
一
件
編
鐘　

距
今
約
三
千
年
歷
史

　

http://sxw
b.cnhubei.com

/sxw
b/20120620/

（
二
〇
一
二
年
六
月
二
十
日
）

②
宜
昌
政
府
門
戶
網
站
：
萬
福
堖
遺
址
考
古
發
現
新
聞
發
布
會

http://w
w
w
.yichang.gov.cn/art/2012/8/17/art_5785_374903.htm

l

（
二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日
）

③
新
華
網
：
湖
北
宜
昌
發
掘
一
批
西
周
中
晚
期
文
物　

塡
補
楚
文
化
硏
究
空
白

http://w
w
w
.hb.xinhuanet.com

/2012-08/17/c_112763477.htm

（
二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日
）

本
稿
執
筆
時
點
で
の
本
遺
跡
竝
び
に
出
土
物
に
關
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
そ

の
大
部
分
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
揭
載
さ
れ
た
も
の
が
占
め
る
（
何
れ
も

二
〇
一
五
年
二
月
十
日
閱
覽
）。

第
一
報
と
思
わ
れ
る
地
元
夕
刊
紙
①
三
峽
晚
報
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
二

年
六
月
十
八
日
に
湖
北
省
宜
昌
市
枝
江
市
白
洋
鎭
萬
福
堖
村
で
進
め
ら
れ
て
い
た

工
業
團
地
造
成
中
に
青
銅
器
が
出
土
し
、
そ
れ
を
切
掛
け
に
緊
急
發
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
三
つ
の
灰
坑
か
ら
編
鐘
十
一
件
、
青
銅
器
（
鼎
）
一
件
と
い
く
つ
か
の
陶

器
が
發
見
さ
れ
た
。
二
ヶ
月
後
の
八
月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
、
北
京
大
學
・
湖
北

省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
の
專
門
家
に
よ
る
現
場
調
査
竝
び
に
記
者

會
見
に
つ
い
て
の
報
道
が
②
宜
昌
政
府
門
戶
網
站
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時

點
で
、
出
土
物
が
西
周
中
晚
期
に
屬
す
こ
と
、
ま
た
青
銅
器
の
銘
文
が
早
期
の
楚

國
に
つ
い
て
の
歷
史
的
重
要
な
内
容
を
含
む
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

發
掘
當
時
の
狀
況
や
出
土
物
の
畫
像
は
、
以
下
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
斷
片
的
に

揭
載
さ
れ
て
い
る
。

④
荊
楚
網
：
宜
昌
萬
福
堖
出
土
西
周
楚
編
鐘　

湖
北
地
區
首
現
〝
楚
季
〞
鐘

http://w
w
w
.cnhubei.com

/new
s/xw

/hb/yc/201208/t2190946.shtm
l

（
二
〇
一
二
年
八
月
十
七
日
揭
載
）

金
文
通
解

楚
季
鐘

山　
　

田　
　

崇　
　

仁



楚
季
鐘

五
四

⑤
荊
楚
網
：
湖
北
首
次
發
現
西
周
楚
國
國
君
用
編
鐘
（
圖
）

http://new
s.cnhubei.com

/xw
/w

h/201208/t2191198.shtm
l

（
二
〇
一
二

年
八
月
十
八
日
）

⑥
中
國
社
會
科
學
在
線
：
湖
北
首
次
出
土
西
周
楚
國
國
君
用
編
鐘

http://w
w
w
.csstoday.net/xueshuzixun/guoneixinw

en/20596.htm
l

（
二
〇
一
二
年
八
月
二
十
日
）

⑦  

宜
昌
博
物
館
：「
宜
昌
萬
福
堖
編
鐘
出
土
及
遺
址
初
步
勘
探
」『
中
國
文
物
報
』

（
二
〇
一
二
年
九
月
二
十
八
日
號
）。
な
お
、
圖
版
に
つ
い
て
は
中
國
文
物
信
息

網
に
も
揭
載
さ
れ
て
い
る

http://w
w
w
.ccrnew

s.com
.cn/plus/view

.php?aid=
14828

（
二
〇
一
二

年
九
月
二
十
六
日
）

⑧
三
峽
晚
報
：〝
楚
季
〞
給
我
們
講
三
〇
〇
〇
年
前
的
故
事

http://ctdsb.cnhubei.com
/htm

l/sxw
b/20121203/sxw

b1919206.htm
l

（
二
〇
一
二
年
十
二
月
三
日
）

⑨  

武
漢
大
學
中
國
地
域
文
化
硏
究
所
：
湖
北
枝
江
萬
福
堖
遺
址
發
現
西
周
楚
編
鐘

（
珈
聞
著
）

http://w
w
w
.rcc.w

hu.edu.cn/a/cw
hkg/hubei/2013/0116/752.htm

l

（
二
〇
一
三
年
三
月
六
日
）

本
稿
で
は
萬
福
堖
遺
跡
出
土
品
の
中
か
ら
、「
楚
季
」
な
る
作
器
者
銘
を
持
つ

青
銅
器
（
以
下
「
楚
季
鐘
」
と
稱
す
）
に
つ
い
て
檢
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

考
釋以

下
は
、
楚
季
鐘
に
關
す
る
論
文
で
あ
る
。

⑩
李
學
勤
：「
試
談
楚
季
編
鐘
」『
中
國
文
物
報
』（
二
〇
一
二
年
十
二
月
七
日
號
）。

⑪  

武
家
璧
「〝
楚
季
〞
其
人
與
〝
楚
季
鐘
〞
的
年
代
」（「
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與

古
文
字
硏
究
中
心
」

http://w
w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/srcshow
.asp?src_id=

1914

（
二
〇
一
二

年
八
月
二
十
二
日
））

⑫
郭
德
維
「
楚
季
寶
鐘
之
我
見
」『
江
漢
論
壇
』
二
〇
一
二
年
十
一
期

⑬
張
昌
平
「
吉
金
類
系

―
楚
公
𧱌
鍾
」（『
南
方
文
物
』
二
〇
一
二
年
三
期
）

⑭  

劉
彬
徽
「
楚
季
鐘
銘
文
硏
究
（
發
言
提
要
）」（「
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文

字
硏
究
中
心
」

http://w
w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/SrcShow
.asp?Src_ID

=
1974

（
二
〇
一
二
年
十
二
月
十
一
日
））

⑮  

劉
彬
徽
「
在
荊
州
考
古
的
回
憶
竝
論
及
楚
季
鐘
與
早
期
楚
文
化
的
探
索
」（
荊
州

博
物
館
編
著
『
荆
楚
文
物
（
第
一
輯
）』　

科
學
出
版
社　

二
〇
一
三
年　

所
收
）

⑯  

劉
彬
徽
「
楚
季
編
鐘
及
其
他
新
見
楚
銘
銅
器
硏
究
」（
陳
建
明
主
編
『
湖
南
省

博
物
館
館
刊
』
九
輯　

嶽
麓
書
社　

二
〇
一
三
年　

所
收
）

⑰  

陳
夢
兮
『
新
出
銅
器
銘
文
硏
究
』
安
徽
大
學
二
〇
一
三
年
碩
士
論
文

以
下
は
本
稿
に
關
連
す
る
論
文
で
あ
る
。

⑱
李
學
勤
主
編
『
清
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）』（
中
西
書
局　

二
〇
一
一
年
）

⑲  

吉
本
道
雅
「
楚
公
𧱌
鐘
の
周
邊
」（『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
十
三　

一
九
九
七
年
）

⑳
吉
本
道
雅
「

叔
旅
鐘
」（『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
三　

一
九
八
六
年
）
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㉑
吉
本
道
雅
『
中
國
先
秦
史
の
硏
究
』（
京
都
大
學
學
術
出
版
會　

二
〇
〇
五
年
）

器
制本

稿
で
引
用
す
る
靑
銅
器
竝
び
に
銘
文
著
錄
書
の
略
稱
は
以
下
の
通
り
。
斷
代

に
つ
い
て
は
、こ
れ
ら
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
目
安
と
し
て
記
載
し
て
あ
る
。

●
  

『
斷
代
硏
究
』：
王
世
民
／
陳
公
柔
／
張
長
壽『
西
周
青
銅
器
分
期
斷
代
硏
究
』（
文

物
出
版
社
。
一
九
九
九
年
）

●
  

『
集
成
』：
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
『
殷
周
金
文
集
成
』（
修
訂
增
補
本
、

中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）

●
  

『
新
收
』：
鍾
柏
生
等
『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁
器
影
彙
編
』（
藝
文
印
書
館
、

二
〇
〇
六
年
）

●
  

林
：
林
巳
奈
夫
『
殷
周
時
代
青
銅
器
の
硏
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）

本
稿
執
筆
現
在
、
楚
季
鐘
の
器
影
に
つ
い
て
は
、
⑦
宣
昌
博
物
館
・
⑫
郭
德
維
・

⑯
劉
彬
徽
（
カ
ラ
ー
口
繪
畫
像
）
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
。
楚
季
鐘
を
初
め
と
す
る

萬
福
堖
遺
跡
出
土
品
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
畫
像
が
複
數
揭
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
併
せ
て
參
照
さ
れ
た
し
。
別
に
、
④
荊
楚
網
・
⑦
宜

昌
博
物
館
・
⑯
劉
彬
徽
に
銘
文
附
近
の
擴
大
圖
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
が
、
④
荊
楚

網
は
畫
像
の
縱
橫
比
を
間
違
っ
て
加
工
し
て
い
る
。
ま
た
、
何
れ
の
畫
像
も
鼓
部

を
含
ま
な
い
た
め
、左
下
の
一
文
字
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、

器
影
に
つ
い
て
は
⑦
宜
昌
博
物
館
の
も
の
を
、
銘
文
に
つ
い
て
は
⑦
宜
昌
博
物
館

（
た
だ
し
鼓
部
に
刻
ま
れ
た
末
尾
一
字
を
缺
く
）
及
び
⑧
三
峽
晚
報
（
拓
本
作
業

中
の
も
の
。
全
文
を
確
認
可
能
）
の
も
の
を
揭
載
し
た
。

圖 1：  ⑦宜昌博物館揭載の楚季鐘
器影

圖 2：  左圖は⑧三峽晚報揭載のもの／右圖は⑦宜昌博物館揭載の
もの



楚
季
鐘

五
六

④
荊
楚
網
に
よ
れ
ば
、
出
土
し
た
編
鐘
は
長
い
取
手
を
持
つ
甬
鐘
で
あ
り
、
種

類
と
し
て
は
Ⅰ
〜
Ⅲ
式
の
三
つ
に
分
か
れ
る
。『
斷
代
硏
究
』
の
形
式
分
類
（
Ⅰ

〜
Ⅲ
型
）
に
沿
え
ば
、『
斷
代
硏
究
』
Ⅰ
型
が
萬
福
堖
Ⅱ
式
に
、
同
Ⅱ
型
が
同
Ⅲ

式
に
、
同
Ⅲ
型
が
同
Ⅰ
式
に
相
當
す
る
（
⑯
劉
彬
徽
に
よ
る
）。
楚
季
鐘
は
萬
福

堖
Ⅰ
式
に
相
當
す
る
た
め
『
斷
代
硏
究
』
の
Ⅲ
型
と
な
る
。
後
述
す
る
紋
樣
の
特

徵
が
『
斷
代
硏
究
』
の
Ⅲ
型
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
た
め
、そ
れ
で
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
楚
季
鐘
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
正
確
な
數
値
が
確
認
で
き
な
い
。
一

應
、
⑥
中
國
社
會
科
學
在
線
に
他
の
編
鐘
と
竝
べ
た
畫
像
が
揭
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
寫
っ
て
い
る
見
學
者
や
新
聞
な
ど
と
比
較
す
る
こ
と
で
大
體
の
大
き
さ
は

判
斷
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
す
る
と
、
大
き
い
も
の
で
長
さ
が
約
50
㎝
、
小
さ
い
も

の
で
約
30
㎝
程
度
に
見
う
け
ら
れ
る
が
、
楚
季
鐘
が
編
鐘
全
體
の
ど
こ
に
あ
る
の

か
が
不
明
な
た
め
、
詳
細
な
大
き
さ
は
不
明
で
あ
る
。
⑥
中
國
社
會
科
學
在
線
揭

載
の
畫
像
に
出
土
し
た
編
鐘
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
前
列
左
か
ら
三

つ
目
の
も
の
に
薄
く
銘
文
ら
し
き
も
の
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
が
楚
季
鐘
で
あ
る

な
ら
ば
、
畫
像
に
映
り
込
ん
で
い
る
新
聞
と
の
比
較
で
、
縱
が
約
65
㎝
、
最
下
部

の
幅
が
約
40
㎝
邊
り
で
は
な
い
か
と
推
定
で
き
る
。

紋
樣
に
つ
い
て
は
、
⑦
宜
昌
博
物
館
揭
載
の
畫
像
で
確
認
す
る
限
り
、
境
界
線

を
陰
線
で
描
き
、
篆
部
に

龍
紋
が
、
鼓
部
に
卷
雲
紋
ら
し
き
も
の
が
、
旋
部
に

乳
（
丸
形
の
突
起
狀
裝
飾
）
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
楚
季
鐘
か
否
か
は
判
別
で
き

な
い
も
の
の
、
③
荊
楚
網
揭
載
の
畫
像
か
ら
は
甬
部
に
蕉
葉
紋
ら
し
き
も
の
が
見

え
、
更
に
舞
部
に
も
紋
樣
を
持
つ
も
の
が
確
認
で
き
る
。

斷
代
に
つ
い
て
は
、
②
宜
昌
政
府
門
戶
網
站
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
記
者
發
表
の

時
點
で
、西
周
中
晚
期
と
い
う
初
步
的
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
別
に
朱
世
學「
巴

式
編
鐘
的
考
古
發
現
與
硏
究
」（『
三
峽
大
學
學
報
』（
人
文
社
會
科
學
版
）

二
〇
一
四
年
五
期
）
が
戰
國
期
と
す
る
が
、他
の
出
土
遺
物
と
の
比
較
に
お
い
て
、

本
遺
跡
自
體
が
西
周
よ
り
降
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
の
た
め
こ
れ
以
上
論
ず

る
に
足
ら
な
い
た
め
、
紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

『
集
成
』
の
年
代
觀
を
適
用
す
れ
ば
中
晚
期
全
體
で
最
大
百
年
程
度
の
期
間
が

あ
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
本
器
を
そ
の
い
ず
れ
に
斷
代
す
べ
き
か
に
つ
い
て
議
論

が
分
か
れ
て
い
る
。
多
く
の
論
者
が
中
晚
期
の
際
と
す
る
中
で
、
劉
彬
徽
は
そ
れ

を
さ
か
の
ぼ
る
意
見
を
提
示
し
て
い
る
。
劉
彬
徽
說
は
複
數
の
媒
體
に
揭
載
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
最
後
發
か
つ
詳
細
に
議
論
さ
れ
て
い
る
⑯
劉
彬
徽
の
記
述

を
中
心
に
檢
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
⑯
劉
彬
徽
は
萬
福
堖
Ⅱ
式
の
編
年
を
、『
斷
代
硏
究
』
に
Ⅰ
型
の
類
例

と
し
て
擧
げ
ら
れ
た
器
形
と
の
比
較
か
ら
、
Ⅰ
型
の
上
限
（
陝
西
省
寶
雞
市
竹
圓

溝
Ｍ
７
出
土
編
鐘
）
で
あ
る
西
周
早
期
偏
晚
（
康
昭
の
際
）
と
す
る
。
こ
れ
に
對

し
、
⑬
張
昌
平
は
中
晚
期
の
際
と
す
る
。
Ⅰ
型
自
體
は
上
述
の
よ
う
に
西
周
早
期

の
偏
晚
（
林
西
周
Ⅱ
A
）
と
な
る
が
、
そ
の
類
例
で
あ
る
陝
西
省
寶
雞
市
竹
圓
溝

Ｍ
７
出
土
編
鐘
と
萬
福
堖
Ⅱ
式
を
比
べ
る
と
、
乳
を
配
置
し
て
描
か
れ
た
界
線
が

前
者
は
古
拙
で
あ
り
、
む
し
ろ
Ⅰ
型
の
下
限
で
あ
る
𠭯
（

）
鐘
（『
集
成
』88

〜92

）
の
そ
れ
に
近
い
。

𠭯
（

）
鐘
を
『
斷
代
硏
究
』
で
は
西
周
中
期
後
半
と
す
る
。
本
器
は
、「
十

又
二
年
」
の
銘
文
を
持
つ
大
師

（『
集
成
』4251

〜4252　

西
周
中
期　

林

西
周
Ⅱ
B
）
と
作
器
者
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
期
の
作
器
と
し
て
よ

い
（
林
巳
奈
夫
は
西
周
Ⅲ
に
斷
代
す
る
）。
こ
の
「
十
又
二
年
」
に
つ
い
て
、
吉

本
道
雅
「
西
周
紀
年
考
」（『
立
命
館
文
學
』
五
八
六　

二
〇
〇
四
年
）
は
懿
王
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十
二
（
前
九
一
八
）
年
と
す
る
。
懿
王
期
は
西
周
Ⅲ
A
に
相
當
す
る
が
、『
斷
代

硏
究
』
で
は
中
期
の
後
半
と
な
る
。

從
っ
て
、
𠭯
（

）
鐘
と
近
似
す
る
萬
福
堖
Ⅱ
式
も
ま
た
西
周
中
後
期
の
際
で

あ
る
と
す
る
⑬
張
昌
平
の
指
摘
が
妥
當
と
な
る
。

『
斷
代
硏
究
』
の
斷
代
觀
で
は
、『
斷
代
硏
究
』
Ⅲ
型
（
萬
福
堖
Ⅰ
式
）
の
上
下

限
は
、
Ⅱ
型
と
同
じ
く
西
周
中
期
を
中
心
と
し
て
そ
の
前
後
に
多
少
幅
を
と
っ
た

も
の
と
な
る
。『
斷
代
硏
究
』
が
類
例
と
し
て
擧
げ
る
陝
西
扶
風
莊
白
一
號
青
銅

器
窖
藏
出
土
陰
線
鍾
は
、
同
窖
藏
出
土
の
𤼈
關
聯
諸
器
が
西
周
中
期
（
林
西
周
Ⅱ

B
〜
Ⅲ
A
）
で
あ
り
、
晉
侯
蘇
鐘
第
一
鐘
（『
新
收
』870

）
の
斷
代
は
諸
說
あ
る

も
の
の
、
王
子
初
「
晉
侯
蘇
鐘
的
音
樂
學
硏
究
」（『
文
物
』
一
九
九
八
年
五
期
）

が
西
周
康
王
期
と
す
る
以
外
は
、
西
周
中
期
か
ら
晚
期
と
す
る
場
合
が
多
い
。

⑯
劉
彬
徽
は
王
子
初
說
と
萬
福
堖
Ⅰ
・
Ⅱ
式
の
形
態
が
類
似
す
る
と
こ
ろ
か
ら

（
Ⅱ
式
が
Ⅰ
よ
り
も
遡
る
）、楚
季
鐘
を
西
周
前
期
偏
晚
に
位
置
づ
け
る
。
し
か
し
、

萬
福
堖
Ⅰ
・
Ⅱ
式
の
類
似
と
い
う
點
か
ら
す
れ
ば
、
⑬
張
昌
平
の
西
周
中
後
期
の

際
と
い
う
說
も
成
り
立
つ
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
斷
代
硏
究
』
が
Ⅲ
型
の
類

例
と
し
て
擧
げ
る
の
は
、
晉
侯
蘇
鐘
の
乙
型
（
第
三
〜
八
・
十
一
〜
十
六
鐘
）
で

あ
り
、
こ
れ
ら
は
西
周
中
期
も
し
く
は
後
期
に
斷
代
さ
れ
る
も
の
で
、
王
子
初
も

西
周
中
期
共
王
期
に
斷
代
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
楚
季
鐘
を
西
周
前
期
偏

晚
に
位
置
づ
け
る
⑯
劉
彬
徽
說
は
成
立
せ
ず
、
⑬
張
昌
平
の
西
周
中
後
期
の
際
說

や
晚
期
初
頭
と
す
る
⑪
武
家
璧
說
に
從
う
べ
き
だ
ろ
う
。

銘
文鉦

部
に
三
行
十
五
字
竝
び
に
重
文
符
號
一
字
、鼓
部
左
下
に
一
字
を
存
す
る（
隷

定
は
⑯
劉
彬
徽
に
よ
る
）。
何
れ
も
刻
銘
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
④
荊
楚
網
、

⑦
宜
昌
博
物
館
、
⑯
劉
彬
徽
に
銘
文
の
畫
像
が
（
何
れ
も
鼓
部
左
下
の
一
文
字
部

分
を
缺
く
）、
ま
た
⑧
三
峽
晚
報
及
び
⑫
郭
德
維
に
銘
文
全
體
の
拓
本
が
揭
載
さ

れ
る
。

本
器
が
刻
銘
で
あ
る
た
め
、
⑩
李
學
勤
や
⑯
劉
彬
徽
の
よ
う
に
後
刻
を
疑
う
も

の
も
あ
る
。
萬
福
堖
遺
跡
出
土
編
鐘
が
一
セ
ッ
ト
中
に
Ⅰ
〜
Ⅲ
式
と
い
う
複
數
の

異
な
る
形
態
を
持
つ
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
晉
侯
蘇
鐘
の
よ
う
に
音
階
を
基
準
に
複

數
の
異
な
る
編
鐘
を
と
り
ま
と
め
て
銘
文
を
後
刻
し
た
可
能
性
も
あ
る
。た
だ
し
、

遺
跡
の
年
代
が
先
の
編
鐘
と
そ
れ
ほ
ど
異
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
鑄
造
と

後
刻
の
時
期
は
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

楚
季
寶
鍾
（
鐘
）、

（
厥
）

孫
廼
（
乃
）
獻
于
公
、
＝

其
邁
（
萬
）
年
受
（
授
）

（
厥
）

福
。

楚
季
寶
鍾
（
鐘
）

「
楚
季
」
に
つ
い
て
。
何
れ
も
楚
季
を
人
名
と
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
間
違

い
な
い
が
、
ま
ず
は
楚
季
が
い
か
な
る
人
物
か
に
つ
い
て
檢
討
し
よ
う
。

⑩
李
學
勤
は
「
楚
季
」
を
作
器
者
と
し
、
そ
の
孫
で
あ
る
「

（
厥
）
孫
」
が

銘
文
を
後
刻
し
楚
季
を
祀
っ
た
も
の
と
す
る
。
⑪
武
家
璧
は
祖
父
で
あ
る「
楚
季
」

を
祀
る
た
め
に
「

（
厥
）
孫
」
が
作
器
し
た
も
の
と
す
る
が
、「
公
」
は
「
楚
季
」
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で
あ
り「
楚
季
公
」と
稱
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
⑫
郭
德
維
も
同
じ
く
、「

（
厥
）
孫
」
が
作
器
し
た
も
の
を
祖
父
で
あ
る
「
公
＝
楚
季
」
に
獻
上
し
た
も
の

と
す
る
。
⑯
劉
彬
徽
は
こ
の
三
者
を
別
人
物
と
し
、
作
器
者
を
「
楚
季
」
の
裔
孫

で
あ
る
「

（
厥
）
孫
」
と
し
、
當
代
の
楚
國
君
た
る
「
公
」
に
獻
上
し
た
も
の

と
す
る
。

ま
ず
、「
楚
」
に
つ
い
て
。
論
者
は
何
れ
も
こ
れ
を
先
秦
の
諸
侯
國
の
一
つ
で

あ
る
楚
國
を
指
す
と
す
る
。
そ
れ
で
問
題
な
い
。
從
っ
て
楚
季
は
「
國
號
＋
伯
仲

叔
季
」
の
關
係
と
な
る
。「
伯
仲
叔
季
」
が
行
次
す
な
わ
ち
輩
行
を
指
す
こ
と
は

間
違
い
な
い
が
、
問
題
は
ど
の
順
序
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
從
來
の
說
で
は
、
楚

季
を
楚
國
君
あ
る
い
は
そ
れ
に
關
係
の
深
い
人
物
で
あ
る
と
し
、
文
獻
や
出
土
文

字
資
料
に
、
楚
國
君
に
「
季
」
を
持
つ
人
物
を
求
め
よ
う
と
す
る
。

例
え
ば
⑩
李
學
勤
は
、
本
器
竝
び
に
銘
文
の
斷
代
か
ら
楚
國
君
季
徇
す
な
わ
ち

熊
徇
で
あ
る
と
す
る
。
⑫
郭
德
維
も
同
じ
く
熊
徇
と
す
る
。
⑯
劉
彬
徽
は
、
⑱
李

學
勤
主
編
所
收
の
『
楚
居
』
に
見
え
る
「
麗
季
」
を
『
史
記
』
楚
世
家
に
記
さ
れ

る
楚
國
君
熊
麗
と
す
る
（
楚
季
を
麗
季
＝
熊
麗
と
す
る
）。
⑪
武
家
璧
は
、『
史
記
』

楚
世
家
の
所
謂
熊
渠
三
子
稱
王
傳
說
「
乃
立
其
長
子
康
爲
句
亶
王
、
中
子
紅
爲
鄂

王
、
少
子
執
疵
爲
越
章
王
（
乃
ち
そ
の
長
子
康
を
句
亶
王
と
爲
し
、
中
子
紅
を
鄂

王
と
爲
し
、
少
子
執
疵
を
越
章
王
と
爲
す
）」
に
見
え
る
少
子
執
疵
（
熊
渠
の
末

子
＝
季
子
）
と
す
る
。
こ
の
兩
說
の
う
ち
、
⑯
劉
彬
徽
は
斷
代
の
面
か
ら
支
持
し

得
え
ず
、
ま
た
⑪
武
家
璧
が
根
據
と
し
て
あ
げ
る
熊
渠
三
子
稱
王
傳
說
に
つ
い
て

は
、
㉑
吉
本
道
雅
で
既
に
後
代
の
假
託
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち

ら
も
支
持
で
き
な
い
。
實
際
、
上
記
『
楚
居
』
に
熊
渠
三
子
稱
王
傳
說
が
見
え
な

い
こ
と
も
吉
本
の
指
摘
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
⑳
吉
本
道
雅
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
金
文
に
見
え
る
「
國
號
＋
伯

仲
叔
季
」
の
事
例
に
は
「
㊀
個
人
の
實
際
の
行
次
」
の
場
合
と
「
㊁
世
襲
稱
謂
に

行
次
が
含
ま
れ
る
」
場
合
の
二
種
類
あ
り
、「「
國
名
・
行
次
」
が
㊀
㊁
い
ず
れ
か

を
判
斷
す
る
こ
と
は
、
特
殊
な
事
例
を
除
い
て
殆
ど
不
可
能
」
な
の
で
あ
る
。

本
論
で
問
題
と
す
る
楚
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
河
南
省
淅
川
楚
墓
群
出
土
青

銅
器
銘
文
に
見
え
る
「
楚
叔
」
が
「
個
人
の
實
際
の
行
次
」
を
示
す
可
能
性
が
高

い
事
例
が
存
在
す
る
が
、同
じ
く
後
述
す
る「
楚
季
」を
有
す
る「
楚
季
苟
盤
」（『
集

成
』10125　

春
秋
）
に
つ
い
て
は
、
當
該
器
の
銘
文
の
み
か
ら
個
人
稱
か
氏
族

稱
か
は
判
斷
で
き
な
い
。

從
っ
て
、「
國
號
＋
伯
仲
叔
季
」
の
構
造
を
持
つ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
直

ち
に
「
世
襲
稱
謂
に
行
次
が
含
ま
れ
る
」
事
例
に
相
當
す
る
と
は
い
え
な
い
の
で

あ
り
、
そ
の
逆
す
な
わ
ち
「
個
人
の
實
際
の
行
次
」
で
あ
る
か
否
か
も
、
本
器
の

銘
文
か
ら
で
は
判
斷
し
か
ね
る
も
の
と
な
る
。

以
上
の
檢
討
の
結
果
、本
論
で
は
本
器
の
「
楚
季
」
が
「
個
人
の
實
際
の
行
次
」

で
あ
る
か
「
世
襲
稱
謂
に
行
次
が
含
ま
れ
る
」
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
判
斷
は
保

留
と
い
う
こ
と
に
す
る
。「
國
號
＋
伯
仲
叔
季
」
と
い
う
表
現
か
ら
す
れ
ば
、
楚

季
が
楚
國
君
の
係
累
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
實
際
に
彼
が
何
者
か
に
つ
い

て
は
、
銘
文
の
記
述
か
ら
で
は
國
君
で
あ
る
の
か
そ
れ
と
も
一
公
子
で
あ
る
の
か

す
ら
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
既
存
の
硏
究
の
よ
う
に
い
た
ず
ら
に
文
獻
に
當

該
人
物
を
求
め
る
こ
と
は
し
な
い
。

楚
に
限
ら
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
金
文
な
ど
の
出
土
文
字
資
料
に

見
え
る
人
名
を
や
た
ら
と
傳
世
文
獻
に
見
え
る
人
物
に
當
て
は
め
よ
う
と
す
る
き

ら
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
青
銅
器
の
斷
代
や
文
章
の
内
容
理
解
を
妨
げ
る
こ
と
に
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も
な
り
か
ね
な
い
。
出
土
文
字
資
料
と
傳
世
文
獻
の
名
前
が
一
致
す
る
こ
と
が
あ

れ
ば
確
か
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
僥
倖
な
の
で
あ
り
、
い

た
ず
ら
に
當
て
は
め
よ
う
と
前
の
め
り
に
な
る
態
度
こ
そ
愼
む
べ
き
だ
ろ
う
。

「
寶
鍾
（
鐘
）」
に
つ
い
て
。「
寶
」
は
そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
玉
と
缶
が
、
楷

書
體
と
は
左
右
逆
の
配
置
に
な
っ
て
い
る
。「
鍾
」
も
ま
た
、
楷
書
體
の
偏
旁
と

は
左
右
逆
と
な
っ
て
い
る
。

熟
語
と
し
て
の
「
寶
鍾
（
鐘
）」
は
、
西
周
中
期
（「
𠭯
（
𠭯
）
鐘
」『
集
成
』

88

、89　

林
西
周
Ⅲ
）
及
び
晚
期
（「
叔

父

」『
集
成
』4454

〜4457

）
の

用
例
が
、
春
秋
期
以
降
は
春
秋
晚
期
（
齊
靈
公
期
）
の
叔
尸
鐘
（『
集
成
』272

〜278

、279

〜284

）
に
「
寶
鍾
」
の
用
例
が
知
ら
れ
る
。
銘
文
の
刻
さ
れ
た

時
期
を
推
定
す
る
上
で
、
一
つ
の
參
考
と
な
る
。

「
楚
季
寶
鍾
（
鐘
）」
の
四
字
に
つ
い
て
。
⑩
李
學
勤
は
「
楚
季
が
作
っ
た
寶
鐘
」

と
解
す
が
、
後
文
の
「

（
厥
）
孫
廼
（
乃
）
獻
于
公
」
を
踏
ま
え
、
⑪
武
家
璧

や
⑫
郭
德
維
の
述
べ
る
よ
う
に
「
楚
季
に
獻
ず
る
寶
鐘
」
の
意
に
解
す
べ
き
だ
ろ

う
。（

厥
）
孫
廼
（
乃
）
獻
于
公

「

」に
つ
い
て
。『
說
文
解
字
』卷
十
二「
木
本
。
從
氏
。
大
於
末
。
讀
若
厥
。」

に
從
い
、「
厥
」
の
音
通
と
見
な
し
、『
爾
雅
』
釋
言
「
其
也
。」
に
從
っ
て
、
代

名
詞
の
「
そ
れ
」
と
し
て
解
釋
す
る
。『
尚
書
』
の
「
厥
」
を
隷
古
定
本
が
「

」

で
記
す
こ
と
も
傍
證
と
な
る
（
一
例
と
し
て
、
東
洋
文
庫
藏
初
唐
期
抄
本
『
古
文

尚
書
』
卷
第
三
夏
書
禹
貢
篇
を
參
照
さ
れ
た
し
。

http://124.33.215.236/zenpon/zenpon_read.php?FolderN
am

e=
10-

996&
TargetPage=

1

）。

「

（
厥
）
孫
」
は
、
そ
の
殆
ど
が
「

（
厥
）
孫
子
」
の
形
で
使
用
さ
れ
る
。

大
克
鼎
（『
集
成
』2836　

西
周
晚
期　

林
西
周
Ⅲ
B
）
に
「

（
厥
）
孫
」
の

例
が
あ
る
が
、
用
法
と
し
て
は
「

（
厥
）
孫
子
」
と
同
じ
。
春
秋
期
以
降
に
は

類
例
を
見
な
い
。
本
器
や
銘
文
の
時
期
を
知
る
上
で
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
。

楚
季
と
「

（
厥
）
孫
」
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
⑩
李
學
勤
・
⑪

武
家
璧
・
⑫
郭
德
維
は
祖
父
と
孫
と
し
⑯
劉
彬
徽
は
裔
孫
と
す
る
。
子
孫
と
明
記

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
前
者
に
從
う
べ
き
だ
ろ
う
。

「
廼
」
は
『
爾
雅
』
釋
詁
「
郡
、
臻
、
仍
、
迺
、
侯
。
乃
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
乃
」
と
通
ず
る
（
何
れ
も
『
廣
韻
』
泥
母
海
韻
、上
古
音
「
之
」
部
）。
本
論
で
は
、

副
詞
の
「
す
な
わ
ち
（「
こ
の
よ
う
に
し
て
」
の
意
）」
と
解
釋
す
る
。

⑯
劉
彬
徽
が
「
于
」
と
隷
定
す
る
字
に
つ
い
て
。
⑪
武
家
璧
は
「
工
（
貢
）」

と
す
る
。
⑦
宜
昌
博
物
館
揭
載
の
畫
像
で
は
判
讀
し
難
い
が
、
⑧
三
峽
晚
報
揭
載

の
畫
像
で
は
縱
線
が
下
の
橫
線
よ
り
突
き
出
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
（
同
じ
畫
像

を
使
用
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
き
⑰
陳
夢
兮
揭
載
の
方
が
、
よ
り
突
き
出
た
縱
線
が

確
認
で
き
る
）。
ま
た
語
彙
の
面
か
ら
し
て
も
、「
獻
于
」
が
多
友
鼎
（『
集
成
』

2835　

西
周
晚
期
）
な
ど
西
周
晚
期
に
見
え
る
語
彙
で
あ
る
の
に
對
し
、
⑪
武
家

璧
が
熟
語
と
し
て
解
釋
す
る
「
獻
貢
」
は
西
周
金
文
に
類
例
が
無
い
。
な
お
、『
集

成
』
が
西
周
初
期
に
斷
代
す
る
麥

（『
集
成
』9451

）
に
「

于
」
と
釋
さ
れ

て
き
た
文
字
列
を
、
楊
文
山
「
青
銅
器
麥

與
〝
邢
侯
征
事
〞

―
兩
周
邢
國
歷

史
綜
合
硏
究
之
四
」（『
文
物
春
秋
』
二
〇
〇
四
年
二
期
）
は
「
獻
于
」
で
あ
る
と

す
る
。
新
解
釋
自
體
は
興
味
深
い
も
の
だ
が
、
本
器
の
斷
代
に
つ
い
て
問
題
が
あ
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六
〇

る
。
楊
氏
も
『
集
成
』
と
同
樣
西
周
初
期
の
も
の
と
す
る
が
、
林
巳
奈
夫
編
年
で

は
西
周
Ⅲ
で
あ
る
。
器
形
の
特
徵
や
本
器
以
外
の
「
獻
于
」
の
用
例
が
西
周
晚
期

以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
斷
代
に
つ
い
て
は
林
巳
奈
夫
編
年
に
從
う
べ
き

だ
ろ
う
。

更
に
傳
世
文
獻
に
は
類
例
が
な
く
、
こ
の
二
字
が
連
な
る
も
の
で
す
ら
戰
國
後

期
に
成
書
が
推
定
さ
れ
る
『
禮
記
』
射
義
「
諸
侯
歳
獻
貢
士
於
天
子
（
諸
侯
歳
に

獻
ず
る
に
士
を
天
子
に
貢
ず
）」
に
ま
で
使
用
が
降
る
た
め
、
西
周
期
に
使
用
さ

れ
た
語
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
文
脈
の
點
か
ら
し
て
も
、
⑯

劉
彬
徽
の
「
于
」
と
す
る
隷
定
が
妥
當
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

「
公
」
に
つ
い
て
。
⑪
武
家
璧
は
、「
楚
季
」
を
「
公
」
と
同
一
人
物
と
認
め
て

「
公
」
を
少
子
執
疵
と
す
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
こ
れ
は
指
示
で
き
な
い
。
⑫
郭

德
維
は
作
器
者
熊
徇
が
そ
の
祖
父
で
あ
る
楚
國
君
熊
延
（
＝
公
）
在
位
中
に
彼
に

獻
上
し
た
も
の
と
す
る
。
⑯
劉
彬
徽
は
「
楚
季
」
と
「
公
」
と
を
別
人
と
し
、
銘

文
が
後
刻
さ
れ
た
西
周
中
期
晚
段
の
楚
國
君
と
す
る
も
の
の
、
具
體
的
に
誰
で

あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
斷
定
し
な
い
。

實
際
、楚
國
君
が
西
周
晚
期
に
「
公
」
を
稱
し
た
こ
と
は
、「
楚
公
逆
鎛
」（『
集
成
』

106　

西
周
晚
期　

林
西
周
Ⅲ
）、
同
（『
新
收
』659　

西
周
晚
期
）「
楚
公
逆
鐘
」

（『
新
收
』891

〜896　

西
周
晚
期
）、同
（『
新
收
』897

、898　

西
周
晚
期
）、「
楚

公
𧱌
鐘
」（『
集
成
』42　

西
周
中
晚
期
、『
集
成
』43

、44

、45　

西
周
中
晚
期
）

に
明
ら
か
で
あ
る
。
⑲
吉
本
道
雅
に
よ
れ
ば
、
楚
公
逆
は
熊
咢
（
前799

〜
前

791

）、
楚
公
𧱌
は
若
敖
熊
儀
（
前790

〜764

）（
兩
君
の
在
位
年
は
『
史
記
』

十
二
諸
侯
年
表
を
單
純
に
西
曆
換
算
し
た
も
の
を
記
す
）
と
な
る
。
し
か
し
、
こ

の
「
公
」
は
君
主
號
と
し
て
の
も
の
で
は
な
く
、
祖
父
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
も
の
だ
ろ
う
。
從
っ
て
、
君
主
號
に
つ
い
て
考
慮
に
入
れ
る
必
要
は

無
い
。

ま
た
、
⑫
郭
德
維
の
よ
う
に
「
公
」
を
現
在
の
君
主
で
あ
る
と
解
す
る
、
卽
ち

「
公
」
に
本
器
を
獻
上
し
た
結
果
、「
公
」
に
福
が
降
る
と
解
す
る
の
も
問
題
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
福
を
降
す
主
體
が
誰
な
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
理
由
で
「
公
」

に
福
が
降
る
の
か
が
不
明
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
や
は
り
物
故
し
た
祖
父
で
あ
る

「
公
＝
楚
季
」
に
獻
上
し
た
寶
鐘
を
使
っ
て
儀
禮
を
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
公
」

が
福
を
授
け
る
と
い
う
意
味
に
解
釋
し
た
方
が
理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。

公
其
邁
（
萬
）
年
受
（
授
）

（
厥
）
福
。

「
其
邁
（
萬
）
年
」
に
つ
い
て
。「
邁
」
は
「
萬
」
に
通
ず
。「
其
邁
（
萬
）
年
」

は
金
文
の
常
用
語
。
西
周
か
ら
春
秋
期
に
至
る
ま
で
廣
く
使
用
さ
れ
た
。

「

」
字
に
つ
い
て
。
⑪
武
家
璧
は
「
又
」
と
隷
定
し
て
「
佑
（
た
す
け
る
）」

の
意
に
解
す
。
ま
た
、
⑩
李
學
勤
は
「
率
」
と
隷
定
し
て
「
厥
」
の
意
に
解
す
。

當
該
字
に
つ
い
て
、
④
荊
楚
網
及
び
⑦
宜
昌
博
物
館
揭
載
の
銘
文
を
見
る
限
り
一

行
目
末
尾
の
「

」
と
同
字
形
で
あ
り
、
⑯
劉
彬
徽
の
「

」
と
す
る
隷
定
に
從

う
べ
き
だ
ろ
う
。
既
知
の
金
文
の
句
法
で
も
「
萬
年
受

…
…
」
に
は
類
例
（「
高

」『
集
成
』5431　

西
周
早
期
）
が
知
ら
れ
る
が
、「
萬
年
受
又
…
…
」
に
つ
い

て
は
そ
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
⑯
劉
彬
徽
の
解
釋
が
妥
當
で
あ
る

こ
と
を
裏
付
け
る
。

「
受

福
」
で
は
用
例
が
知
ら
れ
な
い
が
、
類
例
た
る
「
受
福
」
で
は
命
父
諥

（『
集
成
』3925
、3926　

西
周
晚
期
）・

季
鐘
（『
新
收
』1

、2

、3

、
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西
周
晚
期
）
な
ど
の
ほ
か
、
春
秋
期
の
も
の
に
も
い
く
つ
か
用
例
を
見
る
。

「
受
」
に
つ
い
て
は
、「
受
け
る
」
と
「
授
け
る
」
の
兩
義
で
解
釋
可
能
で
あ
る
。

⑫
郭
德
維
⑮
劉
彬
徽
は
「
公
」
が
「
福
を
受
け
る
よ
う
に
」
と
解
す
る
が
、
こ
れ

は
上
述
す
る
よ
う
に
、祖
先
で
あ
り
祀
ら
れ
る
對
象
で
あ
る
「
公
」
が
、「

（
厥
）

孫
」
を
初
め
と
す
る
一
族
に
「
福
を
お
授
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
」
と
解
釋
す

べ
き
で
あ
る
（「
公
」
が
福
を
授
け
る
側
で
あ
る
）。

從
來
、
楚
國
形
成
史
を
語
る
上
で
、
古
都
丹
陽
が
何
處
に
存
在
し
た
か
が
問
題

と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
有
力
だ
っ
た
の
が
河
南
省
淅
川
說
と
湖
北
省
宜
昌
說

で
あ
る
。
近
年
の
考
古
發
掘
の
成
果
や
『
楚
居
』
に
見
え
る
地
名
の
分
析
か
ら
、

こ
こ
數
年
は
河
南
省
淅
川
說
が
有
力
と
な
っ
て
き
た
が
、
西
周
中
晚
期
の
際
頃
に

埋
葬
さ
れ
た
青
銅
器
（
現
狀
楚
關
聯
青
銅
器
と
し
て
最
古
の
も
の
）
が
宜
昌
か
ら

發
掘
さ
れ
た
こ
と
は
、
古
都
丹
陽
硏
究
に
新
た
な
扉
を
開
く
も
の
と
な
っ
た
。

現
在
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
報
道
や
小
論
が
情
報
や
議
論
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
論
文
や
報
告
書
が
公
刊
さ
れ
た
際
に
は
、
ま
た
本
器
や
楚
國
形

成
史
に
關
す
る
新
た
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

訓
讀楚

季
寶
鐘
、
厥
の
孫
、
乃
ち
公
に
獻
ず
。

公
其
れ
萬
年
厥
の
福
を
授
け
ん
こ
と
を
。

現
代
語
譯

楚
季
に
捧
げ
る
寶
鐘
。
そ
の
孫
が
、
斯
く
し
て
先
公
た
る
楚
季
に
獻
上
す
る
。

公
は
萬
年
そ
の
福
を
子
孫
に
お
授
け
く
だ
さ
る
よ
う
に
。

參
考「

楚
＋
伯
仲
叔
季
」の
組
み
合
わ
せ
を
持
つ
銘
文
と
し
て
は
、以
下
の
例
が
あ
る
。

●
  

楚
叔
之
孫

（「
楚
叔
之
孫

鼎
」『
集
成
』2357　

春
秋
晚
期
／
「

鼎
」『
新

收
』410

、411　

春
秋
晚
期
）

●
  

楚
叔
之
孫
以
鄧
（「
以
鄧

」『
新
收
』404

、406　

春
秋
中
期
）

●
  

楚
叔
之
孫
克
黃
（「
鑲
嵌
紅
銅
青
銅
豆
」
㉓
汪
濤114

、春
秋
晚
期
〜
戰
國
早
期
。

器
名
・
著
錄
竝
び
に
斷
代
に
つ
い
て
は
、
何
れ
も
㉔
葛
亮
掲
載
の
も
の
に
從
う
）

●

楚
叔
之
孫
途
爲
（「
楚
叔
之
孫
途

」『
集
成
』9426　

春
秋
晚
期
）

●

楚
季
苟
作
媵
盥
盤
（「
楚
季
苟
盤
」『
集
成
』10125　

春
秋
）

㉒  

山
田
崇
仁「
淅
川
下
寺
春
秋
楚
墓
考

―
二
號
墓
の
被
葬
者
と
そ
の
時
代

―
」

（『
史
林
』
八
〇
―
四
、一
九
九
七
年
）

㉓  

汪
濤
『
玫
茵
堂
藏
中
國
铜
器
』（Chinese Bronzes from

 the M
eiyintang 

Collection

），Paradou W
riting Ltd

、
二
〇
〇
九
年　

未
見

㉔  

葛
亮
「《
玫
茵
堂
藏
中
國
銅
器
》
有
銘
部
份
校
讀
」（『
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與

古
文
字
硏
究
中
心
』
在
線
：http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/SrcShow
.

asp?Src_ID
=
1012　

二
〇
〇
九
年
）
㉓
汪
濤
所
收
の
銘
文
の
畫
像
竝
び
に
拓

本
を
採
り
上
げ
、
解
釋
を
行
っ
た
も
の
。

㉕
何
浩
「
季
苟
盤
與
楚
季
氏
」（『
荊
州
師
專
學
報
』
一
九
九
三
年
四
期
）

㉖
李
零
（「
楚
國
銅
器
銘
文
斷
代
匯
釋
」『
古
文
字
硏
究
』
十
三　

一
九
八
六
年
）

㉗
鄒
芙
都
『
楚
系
銘
文
總
合
硏
究
』（
巴
蜀
書
社　

二
〇
〇
七
年
）
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こ
の
う
ち
、「
楚
叔
之
孫

」
が
『
春
秋
左
氏
傳
』
に
見
え
る
春
秋
中
期
の
令

尹
「

（
薳
）
子
馮
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
㉒
山
田
崇
仁
で
既
に
述
べ
た
。

「
楚
叔
之
孫
克
黃
」
に
つ
い
て
は
、
同
名
の
「
克
黃
」
が
記
さ
れ
る
青
銅
器
と

し
て
、
淅
川
和
尚
嶺
Ｍ
１
出
土
の
そ
れ
が
知
ら
れ
る
（『
新
收
』499

、500

）。
淅

川
和
尚
嶺
出
土
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
賈
連
敏
「
淅
川
和
尚
嶺
、
徐
家
嶺
楚
墓
銅

器
銘
文
簡
釋
」（『
淅
川
和
尚
嶺
與
徐
家
嶺
楚
墓
』
付
錄
一
所
收
）
は
、『
春
秋
左

氏
傳
』
宣
公
四
年
に
見
え
る
「
鬭
克
黃
」
と
し
、
本
器
の
斷
代
も
そ
れ
に
も
と
づ

い
て
春
秋
早
期
と
す
る
。

た
だ
し
『
新
收
』
は
兩
器
を
春
秋
晚
期
に
斷
代
し
、
加
え
て
『
淅
川
和
尚
嶺
與

徐
家
嶺
楚
墓
』
の
斷
代
で
は
、
和
尚
嶺
Ｍ
１
と
同
Ｍ
２
は
春
秋
晚
期
の
夫
婦
異
穴

合
葬
墓
と
さ
れ
、
鬭
克
黃
の
時
代
と
は
合
わ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に

加
え
て
、
和
尚
嶺
Ｍ
２
か
ら
「
薳
子
受
」
銘
の
青
銅
器
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
（『
新
收
』505

、507

、513

〜516

、520

、524
、525

、527

〜529

）、

Ｍ
１
被
葬
者
も
薳
氏
の
關
係
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
㉒
山
田
崇
仁
で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
淅
川
一
帶
が
薳
氏
一
族
の
墓
群
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、
上
記
㉓
汪
濤
所
收
の
「
楚
叔
之
孫
克
黃
」
が
和
尚
嶺
Ｍ
１
か
ら
の
盜

掘
品
で
あ
り
（
Ｍ
１
は
一
九
八
九
・
九
〇
年
に
そ
れ
ぞ
れ
盜
掘
を
受
け
て
い
る
）、

Ｍ
１
被
葬
者
も
「
楚
叔
之
孫
克
黃
」
で
あ
る
と
し
て
問
題
な
い
。

從
っ
て
、
鬭
克
黃
と
は
同
名
の
別
人
で
あ
り
春
秋
晚
期
の
人
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
上
記
の
よ
う
に
和
尚
嶺
Ｍ
１
と
Ｍ
２
が
夫
婦
墓
で
あ
る

と
す
る
指
摘
及
び
「
薳
子
馮
＝
楚
叔
之
孫

」
と
い
う
㉒
山
田
崇
仁
の
結
論
、
ま

た
「
楚
叔
之
孫
」
が
春
秋
中
期
か
ら
晚
期
に
か
け
て
見
ら
れ
る
と
い
う
事
實
を
踏

ま
え
る
と
、「
楚
叔
之
孫
」
は
薳
氏
が
氏
族
稱
的
稱
謂
と
し
て
使
用
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

從
っ
て
、
河
南
省
淅
川
楚
墓
群
よ
り
出
土
し
た
青
銅
器
銘
文
の
「
楚
叔
」
は
、

個
人
の
行
次
を
指
す
も
の
と
な
る
。

「
楚
季
苟
」
を
作
器
者
と
す
る
「
楚
季
苟
盤
」（『
集
成
』10125　

春
秋
）
に
つ

い
て
は
、
㉕
何
浩
・
㉖
李
零
・
㉗
鄒
芙
都
い
ず
れ
も
春
秋
早
期
と
す
る
。
㉖
李
零
・

㉗
鄒
芙
都
は
器
形
や
銘
文
の
文
體
を
、
㉕
何
浩
は
系
譜
資
料
と
の
一
致
を
そ
れ
ぞ

れ
根
據
と
す
る
。
根
據
と
し
て
は
前
者
が
よ
り
說
得
力
を
持
つ
が
、
兩
者
の
斷
代

時
期
が
同
じ
で
あ
る
た
め
、
斷
代
に
つ
い
て
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
。

㉕
何
浩
は
「
楚
季
」
を
氏
族
稱
と
す
る
。
確
か
に
、「
楚
季
氏
」
な
る
姓
が
い

く
つ
か
の
文
獻
に
記
載
さ
れ
る
。

「
楚
季
者
、
王
子
敖
之
曾
孫
也
。」（『
潛
夫
論
』
志
氏
姓
）

「
楚
季
。『
世
本
』
楚
若
敖
生
楚
季
。
因
氏
焉
。」（『
元
和
姓
纂
』
卷
六
）

圖 3：楚季苟盤銘文（『集成』より）
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㉕
何
浩
は
こ
れ
ら
文
獻
の
記
述
に
加
え
て
、
本
器
の
斷
代
で
あ
る
春
秋
早
期
を

踏
ま
え
て
結
論
を
導
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
上
述
の
よ
う
に
、
⑳
吉
本
道
雅
は
金
文
の
「
國
號
＋
行
次
」
と
い
う
表

記
の
み
で
は
、
個
人
名
か
世
襲
の
稱
謂
か
を
判
別
す
る
こ
と
が
難
し
い
點
を
指
摘

す
る
。
實
際
、
こ
の
文
面
だ
け
で
は
「
楚
の
季
子
で
あ
る
苟
」
な
の
か
「
楚
季
氏

の
苟
」
な
の
か
を
判
斷
し
か
ね
る
た
め
、
本
論
で
は
個
人
稱
で
あ
る
か
氏
族
稱
で

あ
る
か
に
つ
い
て
の
結
論
は
保
留
と
す
る
。

本
稿
は
、
科
學
硏
究
費
補
助
費
／
基
盤
硏
究
（
B
）「
情
報
化
時
代
に
お
け
る

中
國
學
次
世
代
硏
究
基
盤
の
確
立
」（
課
題
番
號23320010

）
に
よ
る
硏
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
執
筆
に
當
た
っ
て
は
、
漢
字
學
硏
究
會
で
の
發
表
に
際
し
て
い
た

だ
い
た
故
木
村
秀
海
先
生
を
初
め
と
す
る
會
員
諸
賢
に
よ
る
意
見
が
參
考
に
な
っ

た
。
こ
こ
に
感
謝
を
致
す
次
第
で
あ
る
。

（
立
命
館
大
學
非
常
勤
講
師
）




